
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
思
い
っ
き
り
自

慢
し
て
み
よ
う
！　

見
知
ら
ぬ

誰
か
が
、
そ
の
写
真
を
き
っ
か

け
に
大
崎
市
に
来
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
す
て
き
な
こ
と
が
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
よ
。

　

自
分
た
ち
に
と
っ
て
は
見
慣

れ
た
風
景
も
、
見
知
ら
ぬ
誰
か

に
と
っ
て
は
「
驚
き
」
や
「
感
動
」

に
な
る
っ
て
知
る
こ
と
は
、
地

元
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
こ
と

で
も
あ
る
よ
ね
。

　

大
崎
市
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り

自
慢
し
て
、
大
崎
市
を
た
ー
っ

く
さ
ん
好
き
に
な
ろ
う
！

 広報おおさき　2017 年 6 月号 広報おおさき　2017 年 6 月号 

 防災安全課 消防担当・交通防犯

担当・放射能対策室  23-5144

 防災特集 

もしも… その時、あなたはどう行動しますか

 みんなで高めよう おおさきのエコ力
りょく

 わがまち企業訪問
 vol.2 共伸プラスチック株式会社宮城工場

 地域づくりファイル
 鳴子温泉地域 川渡地域づくり委員会

 市政トピックス　5月の主な出来事

 地域発！お・ら・ほ・の・ま・ち

 オオサキプレイガイド

 市職員を募集します  ほか

 今月のお知らせ

 子育て支援情報

 育児相談・乳幼児健診

 休日当番医　ほか

 6月号の主な内容

 火災発生件数
(4月末日現在・右欄は前年比 )

建物火災 9 件 － 5

林野火災 0 件 0

車両火災 2 件 ＋ 1

その他火災 5 件 － 6

合計 16 件 － 10

 交通死亡事故件数
(5月15日現在・右欄は前年比 )

発生件数 2 件 ＋ 1

死亡者数 2 人 ＋ 1

 空間放射線量の測定結果
（単位 : マイクロシーベルト /h）

5月15日測定
地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所第2駐車場 0.04 0.05

松山総合支所 0.04 0.04

三本木総合支所 0.05 0.05

鹿島台総合支所 0.04 0.04

岩出山総合支所 0.05 0.05

鳴子総合支所 0.05 0.05

田尻総合支所 0.04 0.05

 今月の納税　
納期限：6月30日

□ 軽自動車税 —
□ 固定資産税・都市計画税 —
□ 市県民税 第1期

□ 国民健康保険税 第2期

□ 介護保険料 第2期

□ 後期高齢者医療保険料 —
□ 個人事業税 —
 納税課収納担当  23-5148

　

み
ん
な
は
、
旅
行
に
行
く
と

き
、
誰
と
一
緒
に
行
く
の
？　

今
は
団
体
旅
行
が
減
っ
て
、
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
旅
行
や
家
族

旅
行
、
特
に
一
人
旅
を
す
る
人

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
ん

だ
っ
て
。
少
人
数
の
旅
行
を
楽

し
む
人
た
ち
は
、
ぼ
く
も
情
報

発
信
に
使
っ
て
い
る
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
口
コ
ミ
サ
イ
ト
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
参
考
に
、
充
実
し
た

旅
を
過
ご
し
て
い
る
み
た
い
。

　

み
ん
な
も
き
れ
い
な
風
景
や

美
味
し
い
も
の
、
大
崎
市
の
好

き
な
と
こ
ろ
を
写
真
に
撮
っ

観光ひとくちメモ

　4月29日、交通安全の啓発と子どもの健や

かな成長を祈願するため、交通安全パレードと

稚児行列が三本木地域で行われました。稚児行

列では、三本木ひまわり園に通う４～５歳の児童40人

が鮮やかな衣装をまとい、三本木総合支所から大崎商工会

三本木支所まで、およそ2 ㎞を練り歩きました。稚児行列の

前後には、三本木交通安全ボランティアや地元商工会の皆

さんが隊列を組み、総勢250人の参加者で、三本木地域の

交通安全をアピールしました。

　現在、三本木地域は交通死亡

事故ゼロ2,297日（5 月15日時点）

を更新中です。6月の梅雨時期に

は、雨で視界が悪くなったり、路

面が濡れて滑りやすくなるなど、

歩行者も運転者も、特に注意が

必要です。交通事故ゼロを目指

し、一人ひとりの交通マナーを高

めましょう。

今月
の

表紙

Global ly Important Agricu ltura l Heritage Systems       GIAHS  ( ジアス = 世界農業遺産 )

大崎地域を世界農業遺産へ

【問い合せ先】産業政策課

世界農業遺産推進室 

 23-2281

sangyo@city.osaki.miyagi.jp

● ●
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大崎耕土の農業を支える「巧みな水管理基盤」

　江戸時代、鳴子村大肝入だった遊
ゆ さ

佐平
へ い ざ え も ん

左衛門宣
のりつぐ

次らは、まだ

詳細な地図がない時代に、大崎地域の山間部から平野部まで、

江合川と鳴瀬川の流域全体を見通した水管理基盤を整備する

ことを提案しました。もともと、洪水や渇水に悩まされ、荒地が

広がっていた大崎地域は、平左衛門宣次の構想に基づいた巧

みな水管理基盤によって、大崎耕土と称される一大稲作地帯

になりました。この功績により、平左衛門宣次は地域の人々か

ら神のようにたたえられ、鳴子温泉地域に「遊

佐大神碑」が建立されています。

　平左衛門宣次が手がけた水管理基盤のひとつ

に、鳴子温泉地域中山地区に位置する南
みなみはら

原穴
あなぜき

堰

があります。約370年前に開削され、中山地区の

水田を潤す用水路は、その全長が1,880m におよ

び、当時から重用されてきました。

　南原穴堰は、370年以上経った現在でも、地

縁の相互扶助組織「契約講」を基層とした人々

の手によって、維持管理され続けています。開

削当時の用水機能や防火用水、生活用水機能

を維持しており、今日生きる人々の生活を支え

ています。

 5月1日現在の大崎市の人口 （単位 : 人・世帯）

地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 38,059 － 33 39,644 － 31 77,703 － 64 30,860

松山 3,012 － 12 3,170 － 7 6,182 － 19 2,198

三本木 3,974 － 19 4,017 － 8 7,991 － 27 2,692

鹿島台 5,867 ＋ 12 6,263 ＋ 9 12,130 ＋ 21 4,559

岩出山 5,419 － 20 5,724 － 10 11,143 － 30 4,207

鳴子温泉 2,998 － 12 3,356 － 19 6,354 － 31 2,804

田尻 5,534 － 9 5,677 － 5 11,211 － 14 3,591

市全体 64,863 － 93 67,851 － 71 132,714 － 164 50,911

 市政情報課統計担当　 23-5091

　

今
年
は
、仙
台
藩
を
築
い
た
伊

達
政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
の
記

念
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　

か
つ
て
政
宗
公
を
題
材
に
し

た
大
河
ド
ラ
マ「
独
眼
竜
政
宗
」

は
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
し
、最
近

は
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
で
も
一
番

人
気
の
戦
国
武
将
で
す
。

　

政
宗
公
の
魅
力
と
功
績
は
、若

く
し
て
奥
州
の
覇
者
と
な
り
、時

局
を
冷
静
に
悟
り
、仙
台
藩
を
全

国
き
っ
て
の
雄
藩
に
し
た
こ
と
。

河
川
改
修
や
新
田
開
発
、貞
山
運

河
や
港
を
整
え
、豊
か
な
国
づ
く

り
に
力
を
注
い
だ
こ
と
。海
外
に

も
目
を
向
け
、「
慶
長
遣
欧
使
節
」

を
ス
ペ
イ
ン
・
ロ
ー
マ
に
派
遣
し

た
こ
と
。

　

ま
た
、時
代
を
代
表
す
る
文
化

人
で
、和
歌
や
書
、茶
道
、香
道
な

ど
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
こ
と
。派

手
な
軍
装
を
率
い
て
京
の
人
々

を
驚
か
せ「
伊
達
者
」の
語
源
に

も
な
っ
た
こ
と
。

　

さ
ら
に
、「
戦
国
一
の
グ
ル
メ

武
将
」と
も
評
さ
れ
、仙
台
味
噌

や
凍
り
豆
腐
、納
豆
、ず
ん
だ
餅
、

お
せ
ち
料
理
な
ど
の
食
文
化
を

発
展
さ
せ
た
こ
と
等
々
。

　

岩
出
山
は
政
宗
公
が
仙
台
青

葉
城
へ
入
部
す
る
ま
で
の
12
年

間
、青
年
時
代
を
過
ご
し
た
地
で

す
。

　

「
伊
達
な
小
京
都
」岩
出
山
で

は
、
城
山
公
園
、
旧
有
備
館
、
内

川
、実
相
寺
、政
宗
公
立
像
・
騎
馬

像
な
ど
政
宗
公
に
ま
つ
わ
る
足

跡
を
探
訪
で
き
ま
す
。

　

あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の
駅
に
立

ち
寄
れ
ば
、酒
ま
ん
じ
ゅ
う
や
凍

り
豆
腐
、竹
工
芸
品
な
ど
伊
達
家

ゆ
か
り
の
土
産
も
買
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

先
日
、仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た

政
宗
公
生
誕
４
５
０
年
祭
に
参

列
し
、４
５
０
年
の
時
を
経
て
も

未
だ
不
滅
の
伊
達
ス
ピ
リ
ッ
ツ

を
体
感
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

「
温
故
創
新
」政
宗
公
の
国
づ

く
り
を
大
崎
の
ク
ニ
づ
く
り
に

活
か
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
！

　

市
長
コ
ラ
ム人

天
地

伊
達
な
ク
ニ
づ
く
り
へ

 観光交流課 23-7097

大崎市を思いっ

きり自慢しよう！

その11

のの

世界農業遺産
勉強会（第10回）
－遊佐平左衛門宣次の
　 水管理構想と大崎耕土－

日時：6 月 24 日

10時～16時30分（9時集合）

集合場所：市役所本庁舎駐車

場（集合後、バスで鳴子温泉

地域へ移動）

※バスを利用しない場合は申し

　込み時に申し出てください。

内容：南原穴堰および契約講

についての講話、南原穴堰の

実地見学、その他

定員：20 人

参加費：1,000円（保険・昼食代）

申込：6月16日まで、産業政策課

へ電話またはメールで申し込み

▲ 遊佐大神碑

▲ 江戸時代後期の南原穴堰の絵図面
（遊佐守氏所蔵）

▲ 370年受け継がれている南原穴堰の管理


